
...観光地点検

現代の日本は情報社会である。

町を歩くと、人々がスマー卜フ

ォンなどを用いてインターネッ

トに接続し、様々な情報を得て

いる様子が見られる。こうした

環境で、インターネットは観光

情報源としても注目されている。

本稿では旅行者がインターネッ

ト上で情報を発信し、それによ

って多くの旅行者が訪れている

京都市上京区にある出町柄形商

店街を事例として取り上げ、旅

行者の情報発信力を実証的に分

析したい。

観光情報源としてのネット

1993年に商用利用が許可さ

れたインターネットは、ブロー

ドバンドや無線LANといった

環境の充実、スマー卜フォンや

タブレッ卜型端末など機器の普

及により多くの人が手軽にアク

セスできるようになっている。

総務省の「平成24(2012）年

通信利用動向調査」によると、

12年末時点でインターネット

利用者数は9652万人、人口普

及率は79.5%である。

岡本健

旅行者がネットで情報発信
地元商店街ファン作りにも

観光情報源としても、インタ

ーネットの利用率は上昇してい

る。公益財団法人日本観光振興

協会の「12年度版観光の実

態と志向Jを見ると、 00年に
11.2%だった利用率は、年々

割合を増し、 08年には40%を

超えて 1位になった。それ以降

も上昇を続け、 ll年時点では

63.5%と芯っている（図 1）。

E圃観光情報源の利用率推移
－＋－家族・友人の話 ：： ガイドブック
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インターネットと一口に言っ

ても様々な情報が含まれる。公

益財団法人日本交通公社の「旅

行者動向2012」によると、イ

ンターネットの中でも、ネット

の検索サイト力＇ 69.2%と、 2

位以下と30引以上の差で最も

割合が高くなっている。

旅行者はインターネットの検

索サイトを用いて、能動的に惰

報を取得し、観光している。さ

らに今回注目したいのは、イン

ターネットを用いた旅行者の情

報発信である。

出町析形、アニメの舞台に

京都市上京区の出町析形商店

街は、京都アニメーション制作

のアニメ 『たまこま一けっと』

( 13年 1月～3月放映）の舞

台となった。作中では「うさぎ

山商店街Jとされているが、析
形商店街で見られる風景が背景

画として用いられた。

出町相形商店街

近年注目されているコンテン

ツツーリズムの一種だが、この

ケースでは地域が積極的｜こ作品

を活用しているというより、個

人によるネットの情報発信の影

響力t強い。

商店街で現地調査を実施した

ところ、訪れるアニメファンの

多くが同じマップを子に散策し

ていた。スマートフォンやタブ

レット型端末で閲覧しながら巡

っている人もいれば、プリント

アウトしたものを確認しながら

という人もいる。マップには、

商店街の地図を中心にして、ア
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訪れるファンとの交流に積極的

だ。旅のノートを店先に置き、

訪れるファンにお茶を出したり、

談笑したりと歓迎している。

月によっては10万近くのアク

セスがあり、発信力の強さがう

かがえる。

個人商店主と交流するアニメファン

設置された聖地巡礼ノートを

見ると何度も訪れているファン

も散見される。アニメをきっか

けに現地を訪れ、商店街を愛す

るようになり、りピーター化す

るファンも少左よくない。

ノ

インターネットにより、個人

の情報発信力、情報受信力が強

まっている。今回はトラブルに

発展した事例ではなかったが、

地域に対する悪い評価も同程度

かそれ以上の力で拡散していく

と考えた方が良い。だが、とれ

は地域の課題を知る機会でもあ

る。これまでであれば観光地に

マイナス評価を付けた旅行客は

黙って二度とそこを訪れなかっ

ただろう。それが、今や評価を

ネット上に残す。旅客の評価を

参考｜こ、これからの観光振興施

策を考えることが可能になって

いる。ネッ ト上でも対面状況で

も、旅客のニーズを受け止めつ

つ、お互いに心地よい空間を創

りあげていくことが重要だ。固

L今後のポイント

乙のサイトはアクセス数を稼

ぐことを目的としたサイトでは

ない。マップには、「聖地巡礼

の時のお願い」として同好の士

に向けた注意書きも書かれてい

る。「作品の舞台を荒うさ芯い

ようにしてくださいJ「現地の
方々とは友好な関係

を築いて行きましょ

う」といったように、

現実の地域を訪れて

いることの自覚を促

すもの、そして「観

光地以外の舞台に関

しては、さらに注意

が必要ですし、舞台

となっているのは商

店街です、営業妨害

行為はやめましょう」といった

地域商店に対する配慮、さうに、

「出来るだけ、お買い物やお食

事は商店街を利用しましょう。

『巡礼させて買っているJと気
持ちを大切にしましょう」と、

地域への経済的な還元や心理的

な感謝を促すものまである。旅

行者は観光に関わるアクターの

中で、行動を操作するのが難し

い主体と言われる。しかし、今

回のケースでは、旅行者側から

同好の士に向けたマナーや考え

方の啓発が行われており、実際

に訪れるアニメファンのマナー

は良いと聞く。地域の商店主も、

商店主もファンと交流

ニメに出てくる背景の写真が掲

載されており、 どのポイン卜か

うどちうを向いて撮影すると同

じアングルで撮影できるかまで

懇切丁寧に示してある。

このマップを作ったのは地域

やアニメ制作サイドではなく、

アニメの舞台を探すことを趣昧

とする個人である。何度も現地

に通い、撮影した写真を編集し、

マップに仕上げ＼インターネッ

トで公開しているのだ。

このマップを公開しているサ

イト「舞台探訪まとめWiki」

の発信力を見るため、アクセス

数を解析したところ年間で67

万152、月平均で5万5846

のアクセスがあった（図2）。

E圏「舞台探訪まとめWikiJの年間
アクセス数の推移
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